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チ」と「言語生活論的アプローチ」の二グループに分けるとともに，冒頭に全体を展望する
「総論」を掲げる形で，とりまとめを行いました。具体的には，以下に示すとおり，言語文
化論的アプローチを「構造，歴史，語彙交流」，言語生活論的アプローチを「社会，マスコミ，
教育」の三つの領域に分け，それぞれに 2編ずつの論文を配置しています。
　総　論　外来語研究の意義（陣内正敬）
　第 1部　言語文化論的アプローチ―構造・歴史・語彙交流―
　　　　　外来語の基本語化（金愛蘭）
　　　　　文法的視点からみた外来語―外来語の品詞性とコロケーション―（茂木俊伸）
　　　　　言葉の西洋化―近代化の中で―（米川明彦）
　　　　　キリシタン語彙の歴史社会地理言語学
　　　　　　　―oratioオラショを例にして―（小川俊輔）
　　　　　日本語の世界進出―グーグルでみる外行語―（井上史雄）
　　　　　中国における外来語受容の歴史的・地域的変異（荒川清秀）
　第 2部　言語生活論的アプローチ―社会・マスコミ・教育―
　　　　　「『外来語』言い換え提案」とは何であったか（相澤正夫）
　　　　　日本語と韓国語の外来語の受容意識―イメージ調査の分析―（梁敏鎬）
　　　　　新聞の外来語はどのように生まれるか（関根健一）
　　　　　放送の外来語―傾向と対策―（塩田雄大）
　　　　　日本語学習者の外来語意識
　　　　　　　―日本語教育における外来語教育を考える―（中山惠利子）
　　　　　国語教育における外来語―コーパスによる類型化を通して―（田中牧郎）
第 1部は，従来の研究を踏まえつつも，方法を磨き射程を広げることで豊かに成熟してき
た外来語研究の現在の到達点を示すものです。第 2部は，これまで十分に目が行き届いてい
るとは言いがたかった言語生活における外来語の問題を解明し，その改善策を提示する研究
の重要性を示すものです。冒頭の総論としての陣内論文は，言語文化と言語生活の両面での
外来語研究の意義と可能性を考える導きとなるものです。本書が，外来語研究の現在を知る
ための見取り図として役立つとともに，この分野にさらなる展開を呼び起こす起爆剤になる
ことを願っています。
田中 牧郎（たなか・まきろう）
国立国語研究所言語資源研究系准教授。文学修士（東北大学）。昭和女子大学専任講師，国立国語研究所グループ長を
経て，2009年 10月より現職。
主な著書・論文：『雑誌『太陽』による確立期現代語の研究―『太陽コーパス』研究論文集―』（国立国語研究所報告
122，共編著，博文館新社，2005），『公共媒体の外来語―「外来語」言い換え提案を支える調査研究―』（国立国語研
究所報告 126，共編著，2007），『病院の言葉を分かりやすく―工夫の提案―』（共編著，勁草書房，2009）．
社会活動：日本語学会評議員，社会言語科学会学会誌編集委員，日本語学会『日本語学大辞典』編集委員．
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著書紹介
相澤 正夫（あいざわ・まさお）
国立国語研究所時空間変異研究系教授・副所長。文学修士（言語学）（東京大学）。国立国語研究所研究開発部門長を経て，
2009年 10月より現職。
主な著書・論文：『分かりやすく伝える 外来語言い換え手引き』（共編著，ぎょうせい，2007），『ケーススタディ日本
語の語彙』（共編著，おうふう，1989），「難解用語の言語問題への具体的対応 ―「外来語」と「病院の言葉」を分かり
やすくする提案―」（共著，『社会言語科学』13（1），2010），「外国語から外来語へ ―言語・社会への定着過程を探る―」
（『日本語研究の 12章』，明治書院，2010），「『福祉言語学』事始」（『日本語科学』23，2008）．
社会活動：日本語学会評議員，日本音声学会評議員，NHKアクセント辞典改訂専門委員．
